

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































烏羽院御集·一七ニ―) 再び使用している。わずかではあるが、判歌制作時の秀句的表現創出の試みに終わらず、後の詠歌に生かされた表現もあったのである。こうした例は、当時歌人としてまだ完成されていたとは言い難い院が 同時代歌人の表現に学ぴつつ、自らの詠歌技法を模索していた、歌風形成の途上 姿を伝えていると思われる。
{m)
中村文氏が首われるように、秀句的表現はもともと旧派的なも
のであり
つつ、新古今時代はその秀句もさらに
技巧の度を増し、
委曲を尽くしたものになっていったのであり、それに若き後鳥羽院は敏感に反応 、積極的に取り入れていった。後烏羽院による同時代の表現摂取の基底には、彼らが淵発し 新風表現技法への強い支持と低領があると思われる。以上、本稿では、後烏羽院の
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折句判歌における同時代の表現摂収の問題を、
秀句的表現と新古
今歌風の形成という視点から諭じてみた。
注本稿において、「後鳥羽院御集
j
の本文は寺島恒世氏r後島羽院卸集」
（和歌文学大系24｀
明治紺院、
平成九年六月）に拠った。『干五百番
歌合」の本 は新絹国歌大観に拠り、
適直有吉保氏
「千五百番歌合の
校本とその研究」（塙杏房、
昭和四―
-1年四月）を参照した。「万菜集」
「和淡朗詠集」は新編日本古典文学全集に拠った。
いずれも、
引用に
際しては読解の便宜を考悠して表記を私に改める場合がある。(1
)拙稿「後瓜羽院の
I千五百番歌合
j
秋ニ・秋三判歌についてー
同時代歌人からの表現摂取ー」（「和歌文学研究」第百四号、平成二十四年六月）。
(2
)
拙稿「
後烏羽院の「千五百番歌合」秋ニ・秋三判歌について
補遺ーその制作時期・意図と建久期速詠歌からの影辱—」(「岡大国文論梢」第四一号、平成二五年三月）．
(3
)
以下、和歌
本文の掲出にあたっては傍線・傍点等を私に付す場
合がある。後烏羽院の判歌の用例を挙げる際には、『千五百番歌合」の第何番
の判歌であるかを歌
頭に
示し、
歌の後の括弧内
に、
折句に詠み込まれた勝負付を示した。
(4
)
慈円（拾王集・賦百字百首・うちもねず．ーニ八五／同・述久二年伊呂波四十七首・春•四五
八一）、
寂蓮（正治初度百首・
冬・一六五九）、忠良（千五百番 合・秋ニ・六百五十番右勝・.―二九九）。
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(5
)
大江千里歌は「後六々撰」「古来風体抄」「定家八代抄」『近代秀歌」
「詠歌大概
J
r五代簡要
l
「百人
秀歌」「百人一首」「別本
八代集秀逸」「時代不同
歌合
」等に入る。
この歌の和歌史的評
伍に
ついては吉海直人氏「百人工国の新考察ー定家の撰歌意識
を探るー
J
(世界息想社、
平成五年九月）を参照。
(6
)小山順子氏「謀原良経の本歌取り凝縮表現についてー「後京極
殿御自歌合
jを中心に
ー」（「国語国
文j
第七0巻第五号、平成
一三年五月）。
(7
)加藤睦氏が藤原定家の『千五百番歌合
j
百首に
本歌の内容を圧
縮して表現する「知的趣向」に基づく本歌取りが数例見られ、本歌に基づく句が本歌の文服に戻す餃格を院者に要求するとともに、
新しい歌の趣向の中に確と組み込まれていることを指摘
されている（「藤原定家「千五百番歌合」党牲」
f立教大学日本
文学」
第八0号、平成一0年七月）。
(8
)永暦元年(-―六0)1永万元年（一ー六五）頃とされる
「法
勝寺十首会
j
で藤原俊成が、「月消み祁の秋を見渡せば干星に
敷ける氷なりけり」（長秋詠藻・ニ四五／玄玉集・天地下
•一
一九｝と詠んでいるが、
この俊成歌の本説
に、
先の朗詠詩が指
摘されている（川村晃生・久保田淳両氏校注「長秋詠硲・俊忠染和歌文学大系二ニ、
明治也院、
平成―一年一月）。
(9
)
籐平春男氏「新古今歌風の形成
j
第一章
n
「建久期の歌境と新
古今への近」（明治舟院、
昭和四四年↓藤平春男若作集第一巻、
笠間掛院、平成九年五月）。
(10
)
小山顛子氏「藤原良経の淡詩文摂取ー初学期から「二夜百首」ヘー」（「闘
oo
文」第七四巻第九号、平成
i七年九月）。
(11)「千度打つ」の例の白詩摂取については注(1)拙析で言及した。(12)小山順子氏「藤原良経 本歌取りと時間ー建久期の詠作からー」
（「和漢栢文研究j第七号、平成ニー年ー一月）。
(13)拙稿「後鳥羽院の「千五百番歌合」百首歌についてー同時代歌
人からの影響を中心に1」(『岡大国文論稿」第三八号、平成二二年三月）で首及した。
(14)寺島恒世氏「王者としての和歌表現ー後鳥羽院」（山本一紺『中
世歌人の心ー転換期の和歌観ー」泄界思想
社、
平成四年九月）。
(15)
久保田淳氏一新古今歌人 研究j第三篇第二章第二節一
-1「文治
後半の新風」（東京大学出版会、
昭和四八年三月）。
(16)
稲田利徳氏「共感覚表現歌の発生と展lM（上）（下）
」
（「岡山
大
学教育学部研究集録」第四三号•四四号、
昭和五0年八月・五
一年一月）。
(17)注(13)拙稿で指摘した。(18)寺島恒世氏「定家・後烏羽院・家隆ー和歌における〈君臣〉の
構図ー」（和
歌文学の
世界
i-l-
「論集
藤原定家」笠間愁院、
昭和六三年九月）。
(19)鈴木徳男氏「定家の素性歌受容ー長月の有明の月をめぐってー」
（「中古文学
j
第八九号、
平成二四年六月）では、
この歌を索
性歌「今来むと」
の
受容例に挙げてはいない。確かに、
紫性歌
を本歌とする阿時代の他の用例と比べると、「今米む」「有明（
の
月）」の師を含まず、
本歌
取りの作と認定することには惧瓜
で
ありたいが、
長い間訪れていない恋人を待っ女性を主体として
仮構している点からも、
稲者の行論のように、
詠歌時に定家の
念頭にあった参考歌として
その影唇を考磁に入れて歌意を理
（わたなべ
けん
解すべきではないかと考える。
(20)
「木の葉散る宿は開き分くことぞなき時雨する夜も時雨せぬ夜も
J
(
後拾
遺集・冬・三八ニ・源頼実）を典型とする。
(21)久保田淳氏「新古今和歌集全評釈
第三巻』（講談社、
昭和五
一年
l
二月）の当該歌「鑑賞」の項。同氏
H
古今和歌集全注
釈二
J
(角川学芸出版、平成二三年―一月）もほほ同様
。
(22)「身にしめて
」は八代集では、千賊集・雑上·100五・家隆
／新古今集・秋上・三八七・穎政の二例。
目的栢をとらず、
初
句に骰＜例としては、「身にしめてあはれ知らする風よりも月にぞ秋の色は見えける」（御裳濯河歌合・五番右持
·1
O} 
�
がある。
(23)
紙宏行氏「「詮とおぼゆる詞」について」（『文教大学女子短期大学部研究紀要
j
第三七集、平成五年十二月）。
同氏「本歌取
の表現構造
J
(同紀要第三八集、平成六年十二月）も参照。
(24)
松村雄二氏「本歌取考ー曲笞亡に関するノートー 和歌文学の世界第十集「論集
和歌とレトリック」笠IuJ囲院、
昭和六一年九
月）
。
(25)吉野朋美氏r後島羽院（コレクション日本歌人選こ（笠間世院、
平成二四年三月）にも指摘がある
。
(26)中村文氏「中世和歌の淵源ー「無名抄」の再検肘ー」（錦仁
氏
粗「中世詩歌
の本質と連関」（中世文学と隣接諾学6、
竹林舎、
平成二四年四月）。
関西高校教諭）
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